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木道を歩いて 30 分ほどのところに、「ミズゴケ湿原」というエリアがあり

ます。酸性の厳しい環境であるため、適応を許された他では見られない植

物が生育しています。中にはふしぎな形をした植物も見つかります。

少し腰をかがめて、じっくりとその植生を眺めてみてください。ただし、

頑張りすぎて木道から落ちないように・・・

ミズゴケ湿原のふしぎな植物…
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【ドクゼリ】

セリ科　毒芹

湿原の夏の花としては外せ

ない代表種。名前は怖いで

すが、小さな花が集まって

球のような形を作り、とて

も目を引きます。

【ツルコケモモ】

ツツジ科　蔓苔桃

ミズゴケ湿原内の限られた

箇所に咲き、うっかりして

いると見過ごしてしまいま

す。世界最小クラスの樹木

で、秋には葉が紅葉します。

【ホソバノヨツバムグラ】

アカネ科　細葉四葉葎

これもアカネ科の植物で、

ヨシの隙間などで小さな花

をひっそり咲かせていま

す。こちらは花が 3 また

は 4 裂するタイプです。

【アカネムグラ】

アカネ科　茜葎

温根内にはこの時期、アカ

ネ科の花がいくつか咲いて

いますが、こちらは見つけ

やすい種です。白い花が 5

裂するタイプです。

☆☆☆温根内ビジターセンター周辺の自然情報☆☆☆

○表紙の写真 上左：トキソウ　上右：モウセンゴケの葉　中左：ホロムイソウ　中右：ツルコケモモ

【エゾノカワジシャ】

オオバコ科　蝦夷川萵苣

鶴居軌道沿いの水辺で勢力

を少しずつ拡大しているよ

うに見えます。花は小さい

ですが、群落を作って咲く

ので見ごたえがあります。

【キタイトトンボ】

イトトンボ科　北糸蜻蛉

イトトンボの仲間で最もよ

く見かける種です。水辺の

近くで目を凝らしてみてく

ださい。青と黒の縞模様が

綺麗なこちらはオス。
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※旬の自然情報についてはお気軽にスタッフまでお尋ねください。

※温根内木道周辺の植物を折ったり持ち帰ったりしないようお願いします。また、木道から降りて写真を撮ることは

　おやめください。皆様が気持ちよく散策・観察できるようご理解とご協力をお願いします。

夏の釧路湿原では、野鳥たちが子育ての真っ盛りです。木道を歩いているだけでも、巣立ち雛の声が聞こえてきたり、運が

よければ、親鳥を追いかけていく姿も見ることができます。うまく飛べない雛鳥がいても、そばで必ず親鳥が見ていますので、

そっとしておいてあげましょう。

【ウグイス】　夏鳥

ウグイス科　鶯

毎日 VC の近くでも鳴声

が響いています。すぐ近く

にいると思って探してみて

も、なかなかその姿は見つ

かりません。

【ハリオアマツバメ】　夏鳥

アマツバメ科　針尾雨燕

雨上がりの上空を複数羽が

飛び交っていました。尾羽

に切れ込みがなく、胴体が

ややすんぐりしているのが

アマツバメとの違いです。

【ノビタキ（幼鳥）】　夏鳥

ヒタキ科　野鶲

巣立った雛が「ジャジャ

ジャッ…」という声を発し

て親鳥を追いかけていま

す。ひたむきな姿に心を打

たれます。

■マガモ■キジバト■アオバト■オオヨシゴイ■アオサギ■タンチョウ■クイナ■ツツドリ■カッコウ■ハリオアマツ

バメ■アマツバメ（6/20 初認）■オオジシギ■トビ■オジロワシ■チュウヒ■ノスリ■アリスイ■コゲラ■アカゲラ

■ハシボソガラス■ハシブトガラス■ハシブトガラ■ヒガラ■シジュウカラ■ショウドウツバメ（7/9 初認）■ヒヨ

ドリ■ウグイス■ヤブサメ■エナガ■エゾムシクイ■センダイムシクイ■マキノセンニュウ■シマセンニュウ■エゾセ

ンニュウ■コヨシキリ■ゴジュウカラ■キバシリ■トラツグミ■クロツグミ■アカハラ■ノゴマ■コルリ■ノビタキ■

コサメビタキ■キビタキ■オオルリ■ビンズイ■カワラヒワ■ベニマシコ■イカル■アオジ■オオジュリン

【アリスイ】　夏鳥

キツツキ科　蟻吸

キツツキの仲間でありなが

ら自分で巣穴を掘る能力が

ない不思議な鳥です。何か

を大量に咥えており、子育

て中なのかもしれません。

○温根内探勝木道周辺で観察された鳥（6 月 15 日～ 7 月 14 日）和名は日本鳥類目録第 7 版の順

～温根内探勝木道周辺の野鳥～

■アカネムグラ■イグサ■イッポンスゲ■イヌタデ■イワノガリヤス■ウマノミツバ■エゾイヌゴマ■エゾイラクサ■

エゾオオヤマハコベ■エゾカラマツ■エゾカンゾウ■エゾノカワヂシャ■エゾノシモツケソウ■エゾノレンリソウ■エ

ナシヒゴクサ■エンコウソウ■オオカサスゲ■オオダイコンソウ■オオバコ■オオバタネツケバナ■オオハナウド■オ

オヤマフスマ■オトギリソウ■カキツバタ■カラコギカエデ■カラフトイソツツジ■カラフトノダイオウ■キクムグラ

■キツネノボタン■キハダ■ギョウジャニンニク■クサフジ■クサヨシ■クリイロスゲ■クルマバナ■ゴキヅル■コク

ワ（サルナシ）■コケイラン■コタヌキモ■コツマトリソウ■コメツブウマゴヤシ * ■コハコベ■コンロンソウ■サギ

スゲ（実）■シコタンキンポウゲ■シロツメクサ * ■シロバナエゾノタチツボスミレ■スズメノカタビラ■セイヨウタ

ンポポ * ■タヌキモ■チシマアザミ■チシマノガリヤス■ツメクサ■ツリバナ■ツルアジサイ■ツルウメモドキ■ツル

コケモモ■トキソウ■ドクゼリ■ナガバツメクサ■ナズナ■ノハラムラサキ * ■バイケイソウ■ハシドイ■ハナタネツ

ケバナ■ヒメカイウ■ヒメジョオン * ■ヒメスイバ * ■ヒメタガラシ * ■ヒロハヒルガオ■ホザキシモツケ■ホソバア

カバナ■ホソバノヨツバムグラ■ホロムイソウ■マツヨイセンノウ * ■マムシグサ■マユミ■ミゾソバ■ミツガシワ■

ミツバウツギ■ミツバツチグリ■ミミナグサ■ミヤママタタビ■ムジナスゲ■ムラサキツメクサ * ■ヤナギトラノオ■

ヤネタビラコ * ■ヤマブドウ■ワタスゲ（実）

○温根内探勝木道周辺で観察された花（6 月 15 日～ 7 月 14 日）※和名は五十音順　* 外来種



〇「夏の花を見に行こう」7 月 5 日　参加者：8 名　（講師：大西英一）

植物の専門家の大西氏に講師をお願いし、花の盛りを迎えた温根内を散策しまし

た。鶴居軌道沿いの森からスタートし、大西氏は樹木が発生させている精油や樹

木同士のネットワークについて力説されていました。湿原内に入るとタヌキモの

黄色い花が咲いており、これらの食虫植物がいかにして虫を

栄養にするかというプロセスについても面白く解説していた

だきました。イベント中、参加者の頭上を若鳥と思われるタ

ンチョウが通過していく嬉しいハプニングもあり、心地よい

青空とそよ風の中、印象深い観察会となりました。

新型コロナの影響で各学校では課外授業が制限されている中、地元の鶴居小学校さんの教室とビジターセンターをイ

ンターネットでつなぎ、初の「リモート授業」を行いました。お互いの顔が見えるようにタッチパネルの前に座り、事

前に撮ったビデオなどを用いて授業を行いました。初めてのリモート授業だったこともあり、最初は少しぎこちない感

じでしたが、最後には児童から色々な質問が飛び出し、和やかな

湿原学習らしい雰囲気になりました。また、意外と簡単にリモー

トを立ち上げられることがわかり、我々 VC 職員としても新しい

可能性を見出せた有意義な経験となりました。ちなみに後日、担

任の先生から聞いた話では、「リモート飲み会みた～い！」と絶妙

な喩えで感想を言ってくれた児童がいたとか…（笑）　（藤原伸也）

月刊　温根内通信　№ 286
発行：釧路湿原国立公園　温根内ビジターセンター

〒 085-1145　北海道阿寒郡鶴居村字温根内

Tel：0154-65-2323　Fax：0154-65-2185

E-mail：ovc@hokkai.or.jp

ホームページ：http://www.kushiro-shitsugen-np.jp/ 

　　　　　　　 ：

開館時間：9：00 ～ 17：00（11 月～ 3 月は 16：00 まで）

休館日：毎週火曜日（12/29 ～ 1/3 は休館）　入館無料
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温根内ビジターセンター  フェイスブック

～火曜日も開館してます～

当ビジターセンターは毎週火曜日が

休館日となっておりますが、7/28 ～

8/25 の期間は、火曜日も臨時で開館

しております。ぜひご利用ください。

新型コロナウィルスの感染状況により行事自体が中止になる可能性があります。事前に各施設へご確認ください。

○塘路湖エコミュージアムセンター（あるこっと）⇒お申し込み☎ 015-487-3003

♪夏休み 釧路湿原キノコ観察会

　〔日時〕8 月 1 日（土）10：00 ～ 12：00　　〔定員〕　10 名（小学生は保護者同伴）

　〔参加費〕無料　　　　　　　　　　　　 　 〔集合場所〕シラルトロ自然情報館駐車場

♪釧路湿原自然と歴史を訪ねて

　〔日時〕8 月 8 日（土）10：00 ～ 12：00　　〔定員〕　10 名（小学生は保護者同伴）

　〔参加費〕無料　　　　　　　　　　　　 　 〔集合場所〕シラルトロ自然情報館駐車場

☆☆☆☆イベントのご案内（8 月）事前の申し込みが必要です☆☆☆☆

○温根内ビジターセンター　⇒お申し込み☎ 0154-65-2323
♪温根内周辺の外来植物を探そう

　〔日時〕8 月 2 日（日）10：00 ～ 12：00     〔定員〕　10 名（小学生は保護者同伴）

　〔参加費〕無料　　　　　 　　　　　　　　　　〔場所〕温根内ビジターセンター

　夏休み特別企画第 1 弾！温根内周辺に生育する外来植物を観察し、その環境と問題点について考えます。

♪ザリガニウォッチング ～ウチダザリガニ編～

　〔日時〕8 月 16 日（日）9：00 ～ 12：00　　〔定員〕　10 名（小学生は保護者同伴）

　〔参加費〕無料　　　　　 　　　　　　　　　 　〔場所〕温根内ビジターセンター

　夏休み特別企画第 2 弾！特定外来生物のウチダザリガニを捕獲し、外来生物の脅威について学びます。

☆☆☆☆　自然ふれあい行事が開催されました　☆☆☆☆

☆☆☆☆　鶴居小学校さんとリモート授業をしました！　☆☆☆☆

ビジターセンターの様子 教室内の様子

撮影：鶴居小学校

散策の際は

熱中症対策も

お忘れなく！


